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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年７月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２４年７月１９日（木） １７時００分ごろ 

発生場所 香川県直島町柏島南方沖 

 香川県高松市所在の男木
お ぎ

島灯台から真方位２６９°２.７海里付近 

 （概位 北緯３４°２６.０′ 東経１３４°００.４′） 

事故調査の経過  平成２４年７月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 遊漁船 第一優勝
ゆうしょう

丸、４.９６トン 

   ＫＡ３－２３２４６（漁船登録番号）、個人所有 

   １１.５０ｍ（Lr）×２.６３ｍ×０.７５ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、１３８kＷ、昭和５５年１１月１１日 

Ｂ プレジャーボート DESAKING
デ サ キ ン グ

、５トン未満 

   ２７１－３２０９９岡山、株式会社岡山マリン・ボートセンタ 

ー 

   ７.７２ｍ（Lr）×２.３０ｍ×０.６５ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、１１４kＷ、平成１０年６月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ５９歳 

   二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録 日 昭和６０年３月２２日 

    免許証交付日 平成２１年８月３日 

           （平成２７年３月２１日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ２１歳 

   二級小型船舶操縦士 

    免許登録 日 平成１９年７月６日 

    免許証交付日 平成２４年３月２２日 

           （平成２９年７月５日まで有効） 

 死傷者等 Ａ 軽傷 ２人（釣り客） 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 船首部オーニング倒壊、船首部ハンドレール曲損 

Ｂ 左舷船首部に亀裂 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客３人を乗せ、柏島南方沖
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で船首をほぼ北西に向けて漂泊し、釣りを行っていた。 

 船長Ａは、衝突の３～５分前ごろ、左舷船首方４００～５００ｍの

所に接近するＢ船を初認し、潮上がりしているＢ船がそのうち避航す

るものと思っていたところ、至近に接近したがどうすることもでき

ず、平成２４年７月１９日１７時００分ごろＡ船の左舷船首部とＢ船

の船首部とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、柏島南方沖で漂泊し、釣りを行

っていた。 

 船長Ｂは、アジを釣り上げた後、潮上がりのために東方に向けて発

進する際、操舵室後方から操舵室の窓ガラス越しに前方を確認し、他

船を視認しなかったので、前路に他船はいないものと思って航行して

いたところ、Ｂ船とＡ船とが衝突した。 

 Ａ船及びＢ船は、海上保安部の指示によって高松市高松港に入港

し、Ａ船の釣り客が、待機していた救急車で病院に搬送された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮流 西流 

 その他の事項  Ａ船は、汽笛を有していたが、船長Ａが、潮上がりしているＢ船が

接近すれば避航するものと思い、警告信号を行わなかった。 

 Ｂ船は、航行すれば、船首が浮上して船首方に死角を生じていた。 

 船長Ｂは、航行中、船首死角を補う見張りを行っていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、柏島南方沖で漂泊中、船長Ａが、左舷船首方約４００～５

００ｍの所に接近するＢ船を初認し、いずれＢ船がＡ船を避けるもの

と思い、漂泊を続けていたことから、Ｂ船と衝突したものと考えられ

る。 

 Ｂ船は、潮上がりしようとして発進する際、船長Ｂが、操舵室後方

から操舵室の窓ガラス越しに前方を見たところ、他船を認めなかった

ので、前路に他船はいないものと思い込み、柏島南方沖を東進中、船

首の浮上による船首死角を生じていたものの、船首死角を補う見張り

を行っていなかったことから、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、柏島南方沖において、Ａ船が漂泊中、Ｂ船が東進中、船

長Ａが、いずれＢ船がＡ船を避けるものと思い、漂泊を続け、また、

船長Ｂが、船首死角を生じていたものの、前路に他船はいないものと

思い込み、船首死角を補う見張りを行っていなかったため、両船が衝

突したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 
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 ・漂泊中に接近する船舶に対しては注意喚起の汽笛を吹鳴し、接近

する状況の監視を続け、接近が続く場合には速やかに避航するこ

と。 

 ・船首が浮上して死角を生じた状態で航行する場合、他船を見落と

すことがないよう、見張りを適切に行うこと。 

 


